
NWRC SINCE Oct.1984

　　2020-21年度半期報告
会長 山田吉盛

会員数40名、 出席者27名
会員数の３分の１をもって、本クラブの年次総会の定足数とする年次総会

この時期のクラブフォーラムの通例として今年度の半期の報告を
させていただきます。本年度は聞き飽きたフレーズと思いますが、
コロナウィルス拡大懸念の影響もあり、対外的な活動は当クラブ
ではほとんどなく、年明け以降についても正直なところ見通しが

たちません。たぶんIMは強行開催されると思いますが、その他の地区の行事は近頃のコロナ
再拡大の影響もあり雲行きが怪しくなっていると私は感じています。 そのような中でも、 米
山奨学生の支援活動は継続されており、当クラブにおいても「ギくん」のお世話をカウンセ
ラーの北口さんを中心にさせていただいており、貴重な本年度の活動にたいへん感謝しており
ます。また、マリア園の毛布クリーニングについても、例年通り三宅さんの多大なるご協力
を得て実施させていただいております。 さらに、 青少年委員会につきましては、 12月にマ
リア園、浦上養育院、明星園の3施設に、数万円の図書の購入費の寄贈を行う予定になって
おります。 このあたりまでが、 7月から12月までの対外的活動の報告となります。 当クラ
ブ内の活動については、まず9月の終わりに懸案であった事務局の引っ越しが無事にすんでお
ります。 例会については、 コロナの影響を注視しつつできるだけ実施することを念頭に本年
度は行っており、今のところ影響は軽微といえます。年度当初より私と幹事は、当西クラブ
の財務状況の改善についてお話してまいりましたが、会員40名体制での健全な財務運営を想
定して現在は対策を講じております。過去5年間の当クラブの収入から支出を差し引いた収支
は残念ながらマイナス130万円くらいにとなっています。 詳しいことはこの後幹事より報告
させていただきますが本年度および次年度以降に予算段階で繰越金に手をつけることがないよ
うに年度末までに一つ一つ対策を行ってまいります。 それぞれの対策については、 理事会に
て決議させていただき実行いたしますが、 変化を伴う対策となりますので、 会員の皆様のご
意見も伺いながら進めたいと考えています。 以前、 皆様には当クラブは例会を行う予算が月
2回分しかないと申し上げましたが、一つ一つの改善の積み重ねにより次年度は月3回の例会
を行うことができる財務状況の見通しがたちつつあります。本年度後半は次年度の月3回例会
が実施可能になる財務状況を確実にするために引き続き財務改善の活動を行い次年度の会長・
幹事および理事の皆様に引き継ぎをいたします。 もちろん、 どのような策を講じてもニコニ
コに頼る部分は否定できませんので、会費以外の支出をお願いして申し訳ないという思いはあ
りますが、 ニコニコのご協力もよろしくお願いいたします。 ちなみに長崎市内の他クラブも
ニコニコの収入を会の運営費に組み込まないとクラブの維持ができない状況は変わらないよう
ですので、 当クラブだけがニコニコの収入にも頼った財政状況であるわけではないことも、
お伝えしておきます。次年度以降のあるべきロータリークラブの姿を想定し実現するために、
戦略計画委員会というものがガバナー方針もあり設置されておりますが、会長幹事会等で他ク
ラブの状況をお聞きすると会員増強のための方策の検討の話題ばかりで面白味がありません。
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2021-22年度 会長エレクト
柳 龍一郎

2021-22年度 幹事エレクト　
山田　孝二

◆2021-22 年度 会長エレクト、 幹事エレクトの承認◆(敬称略)

◆2021-22年度 理事役員の発表並びにご挨拶◆(敬称略)
会長 嶽本幸次 会長エレクト 柳龍一郎 直前会長 山田吉盛 副会長 馬場政徳
幹事　柳龍一郎　　幹事エレクト　山田孝二　ＳＡＡ担当理事 古里安幸　会計　平山寿則
クラブ管理運営プロジェクト委員会担当 柳龍一郎 (出席、 プログラム、 親睦活動)
会員増強プロジェクト委員会担当理事 山田孝二 (会員増強、会員選考・職業分類)
公共イメージプロジェクト委員会担当理事 北口功幸 (Ｒ情報・広報、クラブ会報・記録保存)
奉仕プロジェクト委員会担当理事 尾本久男　(社会奉仕、 職業奉仕)
国際奉仕プロジェクト委員会担当理事 田中豊俊 (ロータリー財団、 米山記念奨学)
青少年奉仕プロジェクト委員会担当理事 石山俊介　(青少年、 インターアクト)

当クラブにおいては、幸いにして戦略計画委員会の活動内容についてはまだ修正可能な状況に
あるというと聞こえはいいですが、じつはまだ何も決まっていない白紙の状態ですので、こ
の委員会を活用して、 これからの西RCのあるべき姿を創造し、 その姿に近づける活動を行
えればと考えています。 財務状況の改善、 例会スタイルの検討、 ホームページの活用、 活
動の記録のデジタル化など、私が思いつく課題はまだまだたくさんあります。年明け以降に
ついてもコロナによる活動の制約は当分ついてまわると考えますので対外活動については無理
せず進めます。クラブ運営については時代に則した変化の検討をこれからの半年も続けたいと
考えております。 7月からの皆様のご協力に感謝しつつ、 年明け以降の本年度後半の活動に
ついても前半同様のご協力をお願いして半期の報告を終わらせていただきます。あと半年よろ
しくお願いいたします。 ご清聴ありがとうございました。
【半期収支報告　　幹事　野崎地平】今期は財政健全化に取り組んで、皆さんにもご協力し
ていただいた結果、 年間収支は黒字化しそうです。


